




















 金剛 宝戒寺　　　　　 永 興寺「東室」
「府中」 日田



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































算長遠也、任 忍 性 菩 薩 之 例 、可有其沙汰候、
















































 宝勝寺　 　　　 大 楽寺「一室」
「ミヤコ」宿坊西室 宇佐
キ















寶勝寺ミヤコ  大 樂寺
宇佐
常福寺城井  觀音寺 城
ミヤコ
中願寺 万福寺中津河
觀音寺
　史料岸は、先述した1453年から1457年にか
けて作成された「西大寺末寺帳」の豊前国の
部分である。それに挙がっている寺院数と配
列も史料含と変わっておらず、14世紀末から
15世紀半ばまでは、９箇寺が西大寺直末寺
規矩郡
紀玖郡
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であったことになる。しかし、後述するよう
に、宝光明寺は早い時期に衰え、大楽寺長老
が兼務するほどであった。それゆえ、「明徳末
寺帳」などを使用する場合、そうした実態と
の乖離にも注意する必要がある。
　また、宝勝寺と観音寺は、「ミヤコ」すなわ
ち、現在の京都郡に所在したと推測される。
常福寺は城井（きい）すなわち現在の福岡県
築上町城井に所在したと考えられる。中津河
万福寺は現在の大分県中津市に所在したと推
測される。しかし、それらの寺院は、所在地
すら明確ではなく、後考を期したい。以下、
大興善寺から配列順に見てみる。
第１節　大興善寺
　大興善寺は、鷲峰山の東麓に位置し、現在
の福岡県北九州市小倉区企救蒲生に所在する。
この一帯は、鎌倉時代以前から紫川中流域を
押さえる戦略上枢要の地＊124であった。
大興善寺については、『小倉市誌　続編』＊125、
『北九州市史　古代・中世編』＊126、『福岡県の
地名』＊127、八尋氏＊128、中尾多聞氏＊129らの
研究がある。それらによって、以下のことが
明らかにされている。寺の縁起＊130によれば、
寛元年間（1243～47）に、北条時頼が家臣の
佐野源左衛門常世に命じ、叡尊（1201～1290）
を開山として開創し奈良西大寺末寺とした寺
院で、西大寺末寺の18大寺の一つというほど
栄えた。とりわけ、応永年間には大内義弘が、
永享６（1435）年には足利義教が寺領を寄付
した。しかし、天正年間（1574～92）には、
キリシタン大名であった大友氏によって焼き
討ちされ、大打撃を受け、衰退したという。
慶長１（1596）年には曹洞宗寺院として再興
が始まり、現在も曹洞宗寺院である。だが、
文献史料が少ないためにはっきりしない。
　大興善寺が、中世において律寺であったこ
とは、先述の「明徳末寺帳」に、豊前国の筆
頭の西大寺直末寺として記載されていること
により確実である。また、先述の1453年から
1457年にかけて作成された「西大寺末寺帳」
にも豊前国分として、大興善寺は掲載されて
いる＊131。さらに、永享８（1436）年の「西
大寺坊々寄宿末寺帳」には「西室分」として
大興善寺は挙がっている＊132。大興善寺僧は
毎年９月に開催される光明真言会に際して西
大寺西室に宿泊することになっていた＊133こ
とがわかる。
　ところで、律寺時代の大興善寺のことを知
るための史料は少ないが、先述の「光明真言
過去帳」によれば、大興善寺僧として最初に
出てくるのは、如月房である。
史料巌＊134
　（前略）　　　　　　○圓心房　極楽寺長老
　覺爾房　桂宮院長老　　宗圓房　最福寺
　如月房　大興善寺　　　如心房●　不退寺
○當寺第二長老慈真和尚
　史料巌のように如月房は、正和４（1315）
年10月に死去した＊135極楽寺第２代長老円真
房榮真と、正和５（1316）年１月26日に亡く
なった＊136西大寺第２代長老慈真との間に記
載されている。すなわち、　正和４年10月か
ら正和５年１月26日の間に亡くなったと考
えられる。
　この如月房は、弘安３（1280）年に作成さ
れた叡尊の直弟子名簿といえる「授菩薩戒弟
子交名」にも「讃岐国人　円心　如月房」＊137
と見える。如月房は讃岐国出身で諱は円心で
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あったのだろう。この如月房円心が第２代の
住持であったかどうかははっきりしないが、
鎌倉時代の大興善寺の住持で、大興善寺が鎌
倉時代において成立していたことは確実であ
る。
　ところで、幸いに大興善寺には、如意輪観
音像、仁王像、清涼寺式釈迦像が残り当時の
大興善寺の繁栄ぶりを知ることができる。と
りわけ、如意輪観音像には次のような胎内銘
がある。
史料玩＊138
　　（像内背部墨書銘）
敬白　豊前国規矩郡大興善寺講堂本尊
奉造立如意輪観自在菩薩像一躰并伊駄天弁
才天
御身中　奉篭置種々目録
御舎利　　　五宝　　　五穀　　　御経等
大願主当寺長老玄海大徳　夫以如意輪観自在
菩薩者大悲実躰尊妙也
速□□被於恒時法界万民願望併令成就、誇一
天豊饒之楽興□改邪心本朝
令帰善正殆殊護持檀那并自一施乃至多施、一
結諸衆現者、栄尽寿楽後者安養都
率往詒可令引導給乃至法界平等利益　　現住
僧衆交名
賢猷房、了達房、慈性房、道観房、尭空房、
尊証房、本願房、順証房、空如房、真行房、
識道房、寂忍房、明珠房、圓明房、浄雲房、
珠妙房、聖妙房、信珠房、尊法房、教雲房、
秀本房、浄□房、禅忍房、光如房、教印房、
尭静房、尊覚房、良如房
以上大比丘衆
恵賢房、観性房、教勇房、行順房、思賢房、
乗本房、本乗房、泉日房、尭覚房、本思房、
了順房、道順房、恵音房、智空房、道祐房、
幸仙房、空寂房、順如房、玄順房、以上沙弥衆
　（像内右肩部墨書銘）
□□房　忍証房　修覚房　覚禅房
　（像内胸腹部書銘）
　　　　　　　　　　　　　　物部武直
　　大檀那駿河権守物部武村　想心房
　　　　　　　　　　　　　　一族人々
　（中略）
大奉行　沙門円成　□印
大仏師法印幸誉法橋幸尊備前公幸為
　　暦応三年／庚辰／二月八日右筆沙門了恵
　すなわち、暦応３（1340）年２月８日付で
如意輪観音像は完成し、それに協力した玄海
以下の僧名と大旦那物部武村らと、仏師幸誉、
幸尊、幸為の名前などがわかる。
　仏師については、八尋氏＊139によって、幸
（康）誉、幸（康）尊は運慶の子康勝の系譜に
連なる仏師であることが明らかにされている。
また、この如意輪観音像の建立にあたって資
金面の援助を行った大檀那の物部（厚東）武
村、武直らは、長門を拠点とし、当時は当地
を領した厚東氏の一族と考えられている。す
なわち、周防灘を通じた交流が分かって興味
ぶかい。
　さらに、注目されるのは、「以上大比丘衆」
「以上沙弥衆」というように、大興善寺の47
名もの比丘（一人前）と沙弥（半人前）の協
力で如意輪観音が完成したことである。すな
わち、比丘が28名、沙弥が19名、併せて47名
もの僧衆が住する寺院であったことがわかる。
　大興善寺の開山は叡尊とされるが、如意輪
観音像を造立した玄海は大興善寺の歴史にお
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いて注目されてきた。
史料癌＊140
暦応元玄海律師住之、大比丘三十八員、其余
僧徒沙弥等百有輩、常萃席下、大振開祖之宗
綱、化風尤盛、時駿河権守物部武村、物部武
直等、為護法檀越、重修造、仏殿講堂寶塔僧
房、輪奐之美、視旧猶有加焉、長老海公、戒
徳密行、為衆被重、牧衆之暇、常座一室、修
阿字観、時感得、山林寂静砌蛙箝口、自爾以
降、至今、寺之結界、群蛙不鳴、又始此処乏
清泉、海公一日到寺之南、坐高崖上、修阿字
観、清泉忽自崖下、湧出（今盤水ト云ハ盤水
軒有テナリ）海公後、臥雲律師英範律師相次、
応永中防州大内義弘喜捨田五十頃、以充僧糧、
永享六年三月十六日、尊氏六代将軍義教公、
特命閣老秀家、沙弥於企救郡大野庄、賜田八
百町、供香燈資、又元亀四年高橋三河守鑑種、
命小熊野村古屋治部、同太郎左衛門、荘飾釈
迦像、又修葺堂宇、迄天正年中、大友之乱、
伽藍焼、僧徒逃散、若干荘田、入官府、慶長
初、里民相議、一草堂を結、乃請東雲寺僧玄
普禅徳、住之、自此始革禅、（後略）
　本史料は「大興善寺縁起」の一部である。
それによれば、玄海により大興善寺は大いに
栄えたが、玄海は「戒徳密行、為衆被重」と
言われるほどで、厳格に戒律を護持し、真言
の修法においても大いに優れていた。そのた
め、阿字観を修したところ、蛙の鳴き声を黙
らせ、以後、静寂を保つことができたし、崖
の上で阿字観を修したところ、崖の下に清水
が湧いた。この玄海の跡を臥雲、英範が継い
だ＊141。
　ところで、玄海がいつ亡くなったのかはっ
きりしない。
　史料眼＊142
○堯仙房　泉涌寺長老　　　明忍房　称名寺
　　（中略）
　順智房　大興善寺　　教道房　長承寺
　理教房　無常院　　　了寂房　神福寺
　仙海房　長光寺　　○禅戒房　招提寺長老
○當寺第五長老沙門賢善
　廿日（白イ紙ノ上ニ）
　史料眼は、「光明真言過去帳」の一部で、大
興善寺僧として順智房が記載されている。順
智房は、建武５（1338）年11月16日に亡く
なった＊143金澤称名寺長老明忍房と、暦応３
（1340）年10月２日に90歳で死去した＊144西
大寺第５代長老との間に記載されている。順
智房は、その間に亡くなったのであろう。死
亡時期からみて、この順智房が玄海の可能性
がある。
史料岩＊145
○寂禅房　招提寺長老　　　念観房　神宮寺
　　（中略）
　覺禅房　大興善寺　　　　慈律房　浄法寺
　　（中略）
　本如房　称名寺　　　良仙房　丹波惣持寺
　史料岩のように、大興善寺僧として「光明
真言過去帳」に、順智房の次に出てくるのは
覚禅房である。覚禅房は曆應４（1341）年６
月15日付で亡くなった＊146唐招提寺長老寂禅
房と、貞和２（1346）年11月30日に死去した＊147
金沢称名寺長老本如房との間に記載されてい
る。その間に亡くなったのであろう。
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　この史料岩の覚禅房は、先述の如意輪観音
像の暦応３（1340）年２月８日付胎内銘文に
見える覚禅房であろう。とすれば、覚禅房と
は玄海を継いだ臥雲のことかもしれない。
　覚禅房の次に大興善寺僧として「光明真言
過去帳」に出てくるのは妙乘房である。
史料翫＊148
○當寺第六長老沙門澄心
　　（中略）
　妙乗房　大興善寺　　　什聖房　當寺住
　　（中略）
○當寺第七長老沙門信昭
　妙乘房は、貞和３（1347）９月５日に70歳
で亡くなった＊149西大寺第６代長老沙門澄心
と、文和１（1352）年３月２日に86歳で死去
した＊150西大寺第７代長老沙門信昭との間に
書かれている。妙乘房はその間に亡くなった
と考えられる。先述の縁起では、臥雲の次に
は英範が活躍したらしいので、妙乘房が英範
かもしれない。
　妙乘房の次に大興善寺僧として「光明真言
過去帳」に出てくるのは史料癌のように、道
密房である。
史料贋＊151
當寺第七長老沙門信昭
　　（中略）
　　本観房　弘正寺　　　道密房　大興善寺
　　（中略）
○當寺第八長老沙門元燿
　道密房は文和１（1352）３月２日に86歳
で亡くなった西大寺第７代長老信昭＊152と、
文和４（1355）年10月17日に76歳で寂した＊153
西大寺第８代長老元燿との間に記載されて
いる。
　この道密房は、おそらく大楽寺の初代長老
として辣腕を振るった後述する道密房光仙で
あろう。道密房は、大楽寺から大興善寺へ移
動していたことがわかる。
　以下、煩雑になるので考証は略するが、正
信房＊154、宗観房＊155、慈静房＊156、隆泉房＊157、
彦春房＊158、覺吽房＊159と「光明真言過去帳」
に出てくる。大興善寺僧として「光明真言過
去帳」に最後に見えるのは色吽房である。
史料雁＊160
○恵明房　招提寺長老　　　祐覺房　般若寺
　　（中略）
　義圓房　浄名寺　　　色吽房　大興善寺住
○性如房　招提寺長老
○圓空房　室生寺長老
　十麟房　大覺寺　　　舜寥房●常福寺　 」
○當寺第廿八長老沙門元澄
　史料雁のように、色吽房が享德３（1452）
年12月10日に亡くなった＊161招提寺長老恵明
房と、長禄元（1457）年11月８日に78歳で寂
した＊162西大寺第28代長老沙門元澄との間の
記載されている。色吽房はその間に亡くなっ
たのであろう。
　以上のように、15世紀半ばまでは長老名も
わかり、西大寺末寺としての活動が知られる。
　ところで、叡尊教団は、鎌倉仏教以前の仏
教と異なり、死穢を恐れずに葬送に従事した。
その象徴といえるものが五輪塔である。五輪
塔は５つの石を積んで、地・水・火・風・空
という、この世界の構成要素たる５要素を象
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徴する。叡尊教団は、墓所として五輪塔を建
立した。その記念碑といえる塔高２メートル
を超える巨大五輪塔が全国に遺されている＊163。
大興善寺にも、その遺物が遺されている。
　大興善寺の五輪塔＊164は、「よしみねかじゅ
えん」の前にある。隣には、53センチもある
空・風輪の残欠があり、少なくとも２つは大
きな五輪塔が所在していたことがわかる。
　地輪を欠くも、塔高が176センチもあり、
おそらく２メートルを超える花崗岩製の巨大
五輪塔であった。空輪高37センチ、幅40セン
チ、風輪高24センチ、幅46センチ、火輪高51
センチ、幅76センチ、水輪高64センチ、幅79.8
センチである。
　また、山門と舎利殿の修理に際して、山門
の礎石や舎利殿の縁束石に五輪塔の一部が転
用されていた＊165。すなわち、ほかにも五輪
塔の存在が知られる。 
第２節　大楽寺
　大楽寺は大分県宇佐市南宇佐に所在し宇佐
八幡宮の神宮寺として知られる。現在は古義
真言宗高野山末である。この大楽寺は元弘３
（1333)年12月頃に成立し、建武元（1334）年
４月15日附で後醍醐天皇の勅願寺となった
寺院である。開基は宇佐公連、開山は道密上
人で諱は光仙という＊166。しかし、大楽寺に
は平安仏の弥勒仏などが伝来する。また、『太
宰管内志』によれば、大楽寺は駅館川の河口
の江島村に所在し、「大楽寺跡」という字名が
残るという。それゆえ、移転を契機に叡尊教
団の寺院化したと考えられる＊167。
　大楽寺については、『宇佐市史』＊168、『宇佐
宮大楽寺』といった研究がある。とりわけ、
『宇佐宮大楽寺』は大楽寺研究の到達点といえ
る。大楽寺は、「明徳末寺帳」では第４番目に
記載され、豊前国の西大寺直末寺で第４位の
寺格の寺院であったと推測される。また、「明
徳末寺帳」には「一室」と注記されているよ
うに、奈良西大寺で毎年９月開催の光明真言
会に際しては、西大寺一室に宿泊することに
なっていた。そのことは、永享８（1436）年
の「西大寺坊々寄宿末寺帳」に「一室」分と
して大楽寺が記載されている＊169ことからも
わかる。
　さらに、寛永10(1633）年３月７日附の「西
大寺末寺帳」にも見える＊170ので、その頃ま
では西大寺末寺であった。しかし、寛政３
（1791)年11月の『寺院本末帳』では真言宗寺
院の「無本寺」（独立寺院）として大楽寺は挙
がっている＊171。それゆえ、18世紀末には独
立寺院であった。
　さて、開山の道密房については、これまで
いつ死亡したのか明らかではなかったが、死
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図　大興善寺五輪塔（地輪欠）
亡年もほぼ推定できる。道密房宛の文書で年
月日がわかるのは観応２（1351）年６月日附
「足利直冬禁制」＊172である。足利直冬は、大
楽寺への乱暴狼藉を禁止する禁制を、住持の
道密房に与えている。それゆえ、観応２年６
月まで道密房は活躍していた。
　また、先述の史料眼のように、道密房は、
「光明真言過去帳」において、文和１（1352）
３月２日に86歳で死亡した＊173西大寺第７代
長老信昭と、文和４（1355）年10月17日に76
歳で死去した＊174西大寺第８代長老元燿との
間に記載されている。それゆえ、道密房は文
和１年３月２日から文和４年10月17日まで
の間に亡くなったのであろう。
　さらに注目されるのは、道密房の所属寺院
が大興善寺となっていた点である。道密は大
興善寺僧として亡くなったと考えられる。大
興善寺は豊前国の筆頭寺院であったので、亡
くなった時期には大楽寺長老から大興善寺長
老へと出世していたのである。道密房の大楽
寺長老時代には、寺領102町を超える寺院と
して栄え、後述のように宝光明寺、蓮福寺と
いった後醍醐天皇祈願所寺院の住職を兼ねる
ほどであった。しかし、南北朝動乱などによ
り、寺領が侵害されて衰退していった。
　ところで、大楽寺の住持も２名が「光明真
言過去帳」に出てくる。大楽寺僧として最初
に「光明真言過去帳」に出てくるのは教悟房
である。
史料頑＊175
　覺日房　金剛寺　　　俊一房　桂宮院
　　（中略）
　教悟房　大楽寺　　　春義房　観音寺
　　（中略）
○當寺第十五長老沙門興泉
　教悟房は、応安３（1370）年８月15日に亡
くなった＊176桂宮院長老俊一房と、康暦１
（1379）年６月晦日に86歳で死去した＊177西大
寺第15代長老興泉との間に記載されている。
それゆえ、その間に亡くなったのであろう。　
　永和１（1375）年10月日附で、大楽寺住持
空鏡が、寺領保全の訴えを室町幕府に訴えて
いるが、時期を考えれば、空鏡はこの教悟房
かもしれない。
史料顔＊178
　當寺第十九長老沙門良耀
　　（中略）
　了密房　大楽寺　　　宗樹房　現光寺
　　本敒房●良福寺
○當寺第二十長老沙門高湛
　史料顔のように、「光明真言過去帳」に、教
悟房の次に出てくるのは了密房である。了密
房は、応永11（1404）年２月25日に亡くなっ
た＊179西大寺第19代長老沙門良耀と、応永15
（1408）年９月25日に86歳で死去した＊180西
大寺第20代長老沙門高湛との間に記載され
ている。了密房は、その間に亡くなったのだ
ろう。大楽寺には永徳２（1382）年の銘を有
する梵鐘があるが、この了密房が住持の時代
に制作されたのであろう。
　大楽寺住持は、了密房の後は「光明真言過
去帳」に見えない。その後は衰退が顕著になっ
たのかもしれない。
第３節　宝光明寺
　宝光明寺に関しては、美術遺品などを初め、
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ほとんど遺物が残っていないためにはっきり
しないが、『柳ヶ浦町史』の研究がある＊181。
しかし、寶光明寺が西大寺末寺であったこと
などは明らかにされていない。そこで、叡尊
教団史の観点から見直そう。
　寶光明寺は、「明徳末寺帳」〈史料含〉と先
述の1453年から1457年にかけて作成された
「西大寺末寺帳」〈史料岸〉には２番目に記載
されており、豊前国の西大寺直末寺として第
２位の寺格であったと考えられる。
　しかし、そうした高い寺格の寺院であった
はずなのに、「光明真言過去帳」に一人も名が
出てこない。それゆえ、不思議に思っていた
が、『宇佐宮大楽寺』＊182によって「大楽寺文
書」中に宝光明院関係の文書があることがわ
かり、その謎が解けた。すなわち、宝光明寺
は早い時期に勢力を失い、大楽寺の住持が兼
務する寺院となっていた。だが、西大寺側は
成立期の寺格を固定化していたようで、その
ままの記載が踏襲されたということであろう。
この点は「明徳末寺帳」などの分析に際して
注意すべきことといえる。
　さて、「大楽寺文書」中の宝光明寺関連史料
によって、中世の宝光明寺の実態を明らかに
できる。まず、注目されるのは地理的位置で
あるが、宇佐市金屋地区に所在したと考えら
れている。とりわけ、「金屋村絵図写」（文化
会館旧蔵）によれば、周防灘に注ぐ駅館川の
河口近くに宝光明寺が位置していた＊183こと
がわかる。先述したように、叡尊教団の寺院
は津や浜、海・河川の管理に関わっていたと
考えられ、駅館川との関係が推測されるが、
後述のように、それは実証できる。
　次に注目されるのは、宝光明寺が後醍醐天
皇の御祈願所であった点である。 
史料願＊184
豊前国宝光明寺、為御祈願所寺領、不可有相
違者、天気如此、仍執達如件」
　　　　建武元年四月廿一日　　右少弁
　　道密上人御房
　史料願は、建武１（1333）年４月21日付の
「後醍醐天皇綸旨」である。それによれば、宝
光明寺は後醍醐天皇の御祈願寺であったこと
がわかる。また、宛名が大楽寺長老の道密房
であり、大楽寺長老が宝光明寺長老を兼ねる
ようになっていたと考えられる。
史料企＊185
豊前国宝光明寺門前河流、自荒馬瀬、至車瀬、
可禁断殺生者、天気如此、仍執達如件」
　　　　建武元年五月九日右少弁藤長
　　　　　　道密上人御房
史料伎＊186
豊前国寶光明寺門前河流、自荒馬瀬、至于車
瀬、禁断殺生事、今年三月三十日、御教書加
一見候、恐々謹言
　　　　六月十二日　筑後守頼尚（花押）
　　謹上　寶光明寺長老　侍者
　史料企は、建武１（1333）年５月９日付の
「後醍醐天皇綸旨」である。それによれば、宝
光明寺は、門前の駅館川の荒馬瀬から車瀬ま
での殺生禁断を認められている。すなわち、
宝光明寺は門前の駅館川の荒馬瀬から車瀬ま
で＊187の殺生禁断権を授与されていた。金屋
の地は宇佐宮の鍛冶の集落があった地とされ、
寶光明寺のあたりは、駅館川河口の中でもっ
とも浅く、渡河するのにもっとも便利な地で
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あったという＊188。
　鎌倉極楽寺は、忍性以来、飯島の港の管理
権を有し、その利用料の徴収を行っていた。
また、前浜（由比ヶ浜・材木座海岸）の殺生
禁断権を有し、それを梃子にした浦人（漁師）
支配を認められていたと考えられている。と
すれば、宝光明寺も、そうした殺生禁断権を
梃子に駅館川川の管理や川の民（漁師）の支
配権を握っていたと考えられる。
　史料伎は、年未詳「豊前国守護少弐頼尚書
状」である。欠年のために、年附を明確にで
きないのが残念である。それから、そうした
権利は、後の守護少弐頼尚によっても認めら
れていることがわかる。
史料危＊189
殺生禁断之事
右、江島別符成願寺之門前之河流、自荒馬瀬、
至于車瀬、任先例、弥令禁制、奉賁尊神威光、殊
可被備朝家静謐之巨益者也、若於違犯之輩者、
可処罪科社例之状、所仰如件
　　文明元年八月一日
　　大宮司宇佐宿弥（花押）
　史料危は文明１（1469）年８月１日附の大
宮司到津公弘の禁制である。この史料により、
宝光明寺が所有していた荒馬瀬から車瀬まで
の殺生禁断権が、大楽寺末寺と推測される江
島別符の成願寺に移管されていることがわか
る。江島別符は宝光明寺の対岸であり、おそ
らく、その頃には、宝光明寺は廃寺となって
いたのであろう。
　なお、大楽寺が所有する「宇佐大楽寺文書」
によって、成願寺、蓮福寺という大楽寺末寺
を知ることができる。とりわけ、蓮福寺は後
醍醐天皇の祈願所であり、大いに注目される
が、史料がないためにこれ以上論じることが
できない。後考を期したい。
おわりに
　以上、豊後国・豊前国の西大寺直末寺につ
いて主に論じてみた。
　豊後国については、金剛宝戒寺、永興寺、
神宮寺について明らかにした。他方、豊前国
に関しては、従来研究されてきた大興善寺、
大楽寺に加えて宝光明寺について明らかにで
きた。
　「豊前・豊後国西大寺末寺図」を見れば明ら
かなように、豊後・豊前両国における叡尊教
団の展開は、日田永興寺を別とすれば周防灘・
大分湾といった海沿いの地に末寺が展開した
ことがわかる。金剛宝戒寺・大楽寺といった
寺院のように、まず海岸・河口部から始まり、
のちに、内陸部へ移転した寺院もあるが、最
初は海沿いの地に末寺が展開していったこと
は確実であろう。すなわち、叡尊教団の交通
の要衝への展開が豊後・豊前においても明確
に見られるのである。
　とりわけ、宝光明寺の事例で具体的に明ら
かにしたように、殺生禁断権を梃子に駅館川
を管理し、漁民把握を行っていたと考えられ
る。この点は、鎌倉極楽寺による殺生禁断権
を梃子とする前浜支配権が指摘されているが、
豊前においてもそうであったことがわかり大
いに興味ぶかい。おそらく、豊後神宮寺も、
ザビエルが上陸した神宮寺浦の殺生禁断権を
梃子に大分湾の浦支配を行っていたと推測さ
れる。
　次に注目されるのは、豊後国分寺・神宮寺、
豊前大興善寺の分析で明らかにしたように、
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叡尊教団の豊前・豊後国への展開は仁治・寛
元期の13世紀半ばという早い時期に展開し
ている。おそらく宝治年間に、忍性が覚如ら
のもたらした律三大部を九州に取りにいった
のも、そうした展開を踏まえたものであった
と考えられる。以上をもって、本稿を結びと
したい。
付記
　本稿は科学研究費基盤一般（ｃ）「叡尊教団
の全国的展開」（代表松尾剛次）を使った成果
である。本稿作成に際して、数多くの方々の
ご教示を得たが、故金剛宝戒寺住職宗尊幸さ
んだけはお名前を特記したい。宗尊幸さんが
急逝されたために、本稿を見せられないのが
残念でならない。本稿を墓前に捧げたいと思
う。なお、清涼寺式釈迦像の写真は金剛宝戒
寺から提供を受けた。 
＊１ 八尋和泉「九州西大寺末寺の美術遺品」
（『仏教芸術　特集　叡尊と西大寺派美術』
199、1991）。中世律宗の全国的展開に関
しては、拙著『中世律宗と死の文化』（吉
川弘文館、2010）、拙稿「中世叡尊教団と
泉涌寺末寺の筑後国への展開 ― 新発見
の中世西大寺末寺帳に触れつつ」（『山形大
学大学院社会文化システム研究科紀要』10、
2013）、「中世叡尊教団の薩摩国・日向国・
大隅国への展開 ― 薩摩国泰平寺・日向国
宝満寺・大隅正国寺に注目して ―」（『山
形大学人文学部　研究年報　第９号』
2012）など参照。
＊２ 拙著『勧進と破戒の中世史』（吉川弘文館、
1995）151頁所収「西大寺末寺帳考」の
「豊後国」分。
＊３ 拙稿「西大寺末寺帳考」（拙著『勧進と破
戒の中世史』）〈前註（２）〉140・141頁。
＊４ 拙稿「中世叡尊教団と泉涌寺末寺の筑後国
への展開 ― 新発見の中世西大寺末寺帳に
触れつつ」〈前註（１）〉79頁。
＊５ 拙稿「中世叡尊教団と泉涌寺末寺の筑後国
への展開 ― 新発見の中世西大寺末寺帳に
触れつつ」〈前註（１）〉参照。
＊６ 「西大寺末寺帳　その三」（『西大寺関係史
料（一）諸縁起・衆首交名・末寺帳』（奈
良国立文化財研究所、1968）119頁。
＊７ 「西大寺末寺帳　その五」〈前註（５）〉131
頁。
＊８ 金剛宝戒寺宗輝子氏のご教示による。
＊９ 拙稿「西大寺末寺帳考」（拙著『勧進と破
戒の中世史』）〈前註（２）〉154頁。
＊10 八尋「九州西大寺末寺の美術遺品」〈前註
（１）〉参照。
＊11 八尋「九州西大寺末寺の美術遺品」〈前註
（１）〉、田辺三郎助「大分・金剛宝戒寺大
日如来像と仏師康俊」（『仏教芸術』199、
1991）など。
＊12 八尋「九州西大寺末寺の美術遺品」〈前註
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（１）〉46・47頁。
＊13 拙著『中世律宗と死の文化』〈前註（１）〉
191頁など参照。
＊14 「律苑僧宝伝」『大日本仏教全書105』（名
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＊15 「律苑僧宝伝」〈前註（14）〉149・150頁。
＊16 拙稿「西大寺叡尊像に納入された「授菩薩
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71頁。
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